
普天間基地からPFOSの流出

県議選挙必勝ニュース No.47人全員勝利、オール沖縄の前進！
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約束してくれた人、つながりのある知人・友人をご紹介ください。
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許せない!！許せない!！ 　１０日、発がん性のあるPFOSを含む泡消火剤が、普天
間基地から１４万３８３０㍑も民間地域に流出。 　
　昨年6月、外務省は「米軍は普天間の消火剤をPFOSを
含まないものに転換中」と説明。同年12月にもPFOSが
流出し、周辺河川から高濃度で検出されました。
　党県議・候補７人はただちに現場を調査し、防衛局に抗議
要請。事故の原因究明と、徹底した環境浄化を求めました。

　日本共産党県議団は知事にコロナ対策の緊急申し入れ
をデニー知事に行いました。感染防止対策、医療体制強化、
子どもたちの保護、補償を含めた支援策、第2次補正予算
などが柱になっています

↑泡消火剤を回収する宜野湾市消防

←普天間基地に隣接する保育園から
　聞き取り調査を行う党県議・候補

（発がん性）ピーホス

コロナ
対策

緊急要望を政府へ申し入れ
●医療体制を崩壊させない予算措置を

●コロナ収束まで継続的な補償を

●速やかに検査が受けられる体制を
医者が必要だと判断したら

自粛で影響を受けた人へ


